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塩

原

勉

教

授

(昭
和
六
年
二
月
二
+
=
百

生
ま
れ
)

昭
和
三
十
年
三
月

京
都
大
学
文
学
部
卒
業

昭
和
三
十
二
年
三
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

昭
和
三
十
六
年
三
月

同
右

博
士
課
程
修
了

昭
和
三
十
七
年
四
月

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
専
任
講
師

昭
和
四
十
年
四
月

同
右

助
教
授

昭
和
四
十
四
年
十
月

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

昭
和
四
十
七
年
四
月

千
葉
大
学
人
文
学
部
教
授

昭
和
五
十

一
年
五
月

大
阪
大
学
人
間
科
学
部
教
授

昭
和
五
十
七
年
四
月

大
阪
大
学
評
議
員

(昭
和
五
十
九
年
三
月
ま
で
Y

平
成
二
年
五
月

大
阪
大
学
人
間
科
学
部
長
く平
成
四
年
四
月
ま
で
)

平
成
六
年
四
月

大
阪
大
学
人
間
科
学
部
名
誉
教
授

塩
原
先
生
は
昭
和
三
十
年
に
京
都
大
学
文
学
部
を
ご
卒
業
の
後
、
京
都
大
学

の
大
学
院
に
進
学
し
、
社
会
学
を
修
め
ら
れ
ま
し
た
。
修
士
論
文
を
書
き
改
め

た
論
文

「組
織
課
程
の
発
展
と
挫
折
」
で
、
気
鋭
の
社
会
学
者
と
し
て
学
会
に

華

々
し
く
デ
ビ

ュ
ー
し
、
第
三
回
城
戸
浩
太
郎
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
に
七
年
間
、
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
に
三
年
間
、

千
葉
大
学
人
文
学
部
に
四
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
職
さ
れ
た
あ
と
、
四
十
五
歳
に

な
ら
れ
た
昭
和
五
十

一
年
に
、
大
阪
大
学
人
間
科
学
部
に
移
ら
れ
、
理
論
社
会

学

.
社
会
学
説
史
講
座
の
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
ち
ょ
う
ど
人

間
科
学
研
究
科
が
新
設
さ
れ
た
年
に
当
た
り
、
こ
の
新
し
い
社
会
学
専
攻
を
「社

会
学
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
:
」
に
育
て
上
げ
る
、
と
い
う
の
が
先
生
の
夢
の

ひ
と

つ
で
あ
り
ま
し
た
。

塩
原
先
生
は
、
優
れ
た
教
育
者
と
し
て
の
面
を
お
持
ち
で
、
取
り
分
け
、
後

進
研
究
者
の
育
成
に
心
血
を
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。
人
間
科
学
研
究
糾
の
院
生

の
な
か
で
、
先
生
に
推
薦
状
を
書
い
て
頂
く
こ
と
な
し
に
、
研
究
者
と
し
て
自

立
し
て
い
っ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
で
す
。
先
生
の
学
識

の
広
さ
と
人
格
的
包
容
力
は
、
ま
こ
と
に
た
ぐ
い
ま
れ
で
、
そ
の
影
響
力
は
院

生
す
べ
て
に
及
び
、
多
数
の
優
れ
た
研
究
老
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
お

陰
で
、
創
設
さ
れ
て
ま
も
な
い
人
間
科
学
研
究
科
の
社
会
学
は
、
そ
の
地
歩
を

確
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

塩
原
先
生
は
ま
た
、
評
議
員
や
学
部
長
を
初
め
と
す
る
、
学
内
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
学
部
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
教
青
の
面
で
も
、
大
学
運
営

の
面
で
も
リ
ベ
ラ
ル
な
態
度
を
崩
す
こ
と
が
な
か

っ
た
㍉
と
い
う
の
が
先
生
の

持
ち
味
だ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

豊
か
な
学
殖
と
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
兼
ね
備
え
た
先
生
は
、
大
学
の
外

で
も
信
頼
を
集
め
、
良
き
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
多
忙
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。

学
会
関
係
で
は
、
日
本
社
会
学
会
、
関
西
社
会
学
会
、
組
織
学
会
、
社
会

・
経

済
シ
ス
テ
ム
学
会
、
日
本
宗
教
学
会
、
リ
ス
ク
学
会
等
々
の
理
事
や
会
長
等
を

歴
任
さ
れ
、
ま
た
、
「
コ
ス
モ
ス

・
生
命

・
宗
教
」
を
初
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
立
案
さ
れ
、
報
告
や
司
会
の
役
割
を
果
さ
れ
ま
し
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た
。
ま
た
生
駒
調
査
や
集
合
行
動
論
研
究
会
な
ど
幾
多
の
共
同
研
究
を
主
宰
さ

れ
、
ま
た
中
国
社
会
研
究
会
の
結
成
な
ど
を
通
じ
て
、
中
国
と
の
学
術
交
流
に

も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
の
枠

を
越
え
た
社
会
的
活
動
の
面
で
も
大
い
に
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

塩
原
先
生
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
集
団
の
常
に
結
節
点
に
立

っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ネ

ヅ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と

い
う
の
は
、
先
生
の
ご
活
動
を
特
長
づ
け
る

キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と

つ
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
あ
る
研
究
者
が
、
現
在
ど
の

よ
う
な
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
ち
、
ど
ん
な
業
績
を
あ
げ
て
い
る
か
を
知
り
た
け

れ
ば
、
塩
原
先
生
に
お
聞
き
す
れ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
わ
か
り
ま
す
。
特
に
他
の

人
が
ま
ね
で
き
な
い
の
は
、
全
国
各
地
に
散
ら
ば

っ
て
い
る
若
手
研
究
者
に
つ

い
て
、
実
に
正
確
な
知
識
を
お
も

ち
で
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
先
生
は
若
手
研

究
者
に
、
公
平
に
チ
ャ
ソ
ス
が
与

え
ら
れ
る
よ
う
、
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
ご
研
究
の
面
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

先
生
の
研
究
活
動
は
社
会
学
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
領
域
に
渡
る
幅
広
い
も

の
で
す
が
、
単
著
を
中
心
に
分
野
を
整
理
さ
せ
て
頂
け
ば
、
大
き
く
い

っ
て
三

つ
の
分
野
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
第

一
が
、
名

著

『
組
織
と
運
動
の
理
論
』
、
あ

る
い
は
ま
た
リ
ー
デ

ィ
ソ
グ

『
資
源
動
員
と

組
織
戦
略
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
組
織
社
会
学

・
集
合
行
動
論
の
分
野
。
次

が
社
会
学
原
論
の
分
野
。
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
入
門
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
独

創
的
な
理
論
的
総
合
の
試
み
と
し
て
世
評
の
高
い

『社
会
学
の
理
論
1
』
が
こ

の
分
野
の
代
表
作
で
す
が
、
更
に
ま
た
、
『新
社
会
学
辞
典
』
の
編
纂
、
『講
座

基
礎
社
会
学
』
の
編
集

・
寄
稿
と

い
っ
た
学
問
的
活
動
も
こ
の
分
野
に
属
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
三
番
目
が
、
宗
教
社
会
学

・
日
本
社
会
論
の
分
野
。
最
近
著

『転
換
す
る
日
本
社
会
』
は
、
こ
の
分
野
の
集
大
成
を
な
す
も
の
で
、
豊
か
な

理
論
的
蓄
積
を
背
景
に
日
本
の
社
会
的
現
実
に
関
し
て
興
味
深
い
現
状
分
析
が

試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
試
み
の
べ
ー
ス
に
あ
る
の
が
、
『
生
駒
の
神

々
』
や

『宗
教
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
日
本
の
民
俗
宗
教
調
査

研
究
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
塩
原
社
会
学
の
最
大
の
特
長
は
、
こ
う
し
た
活
動
分
野
の
多
様
性
が
、

同
時
に
、
そ
の
思
索
の
体
系
性

・
統

一
性
に
貫
か
れ
て
い
た
点
に
、
求
め
ら
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
生
は
、
組
織
社
会
学
、
集
合
行
動
論
、
宗
教
社
会
学
、

社
会
学
原
理
な
ど
を
突
破
口
と
し
て
、
専
門
に
閉
塞
し
が
ち
な
社
会
学
の
諸
分

野
を
相
互
に
連
関
さ
せ
、
社
会
学
を
首
尾

一
貫
し
た
知
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構

成
し
直
し
た
い
と
い
う
強
い
意
思
を
持
た
れ
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
通
し
て
こ
の

初
志
を
貫
徹
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
学
問
的
営
為
は
、
ロ
バ
ー
ト

.
K
.
マ
ー

ト
ソ
が
理
想
と
し
た

「中
範
囲
の
理
論
」
構
築
の
お
手
本
を
見
る
思
い
が
致
し

ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
第
三
回
城
戸
賞
、
第
五
回
尾
高
記
念
社
会
学
賞
の
受
賞

を
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

塩
原
先
生
は
、
同
時
代
の
社
会
学
の
活
動
全
体
に
関
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
鳥
瞰
図
を
描
き
出
す
こ
と
の
で
き
た

「
総
合
」
社
会
学
者
の
巨
匠
の

一
人
と

し
て
、
日
本
社
会
学
の
歴
史
の
中
で
、
記
念
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
を
得
な
い
と

思
い
ま
す
。
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主
要
業
績

【著
書
】

『
組
織
と
運
動
の
理
論
』
新
曜
社

、
昭
和
五
十

一
年
六
月

『
社
会
学
の
理
論

1
』
放
送
大

学
教
育
振
興
会
、
昭
和
六
十
年
三
月

『転
換
す
る
日
本
社
会
』
新
曜
社

、
平
成
六
年
三
月

【
編
著
】

『変
動
期
に
お
け
る
社
会
心
理
』

(辻
村
明

・
見
田
宗
介
と
共
著
)
培
風
館
、

昭
和
四
十
二
年
三
月

『社
会
学
原
論
』
(富
永
健

一
と
共
編
著
)
有
斐
閣
、
昭
和
五
十
年
二
月

『社
会
学
概
論
』
(本
間
康
平

・
田
野
崎
昭
夫

・
光
吉
利
之
と
共
編
著
)
有
斐

閣
、
昭
和
五
十

一
年
十

一
月
、
新
版
、
昭
和
六
十
三
年
九
月

『
基
礎
社
会
学
』
全
五
巻

(安
田
三
郎

・
富
永
健

一
・
吉
田
民
人
と
共
編
著
)

東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
十
五
～
五
十
六
年

『
社
会
学
の
理
論

皿
』
(編
著
)
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
昭
和
六
十
年
三

月

『
生
駒
の
神

々
』
(編
著
)
創
元
社

、
昭
和
六
十
年
十
月

『
日
本
宗
教
の
複
合
的
構
造
と
都
市
住
民
の
宗
教
行
動
に
関
す
る
実
証
的
研
究

ー

生
駒
宗
教
調
査
』
昭
和

六
十
～
六
十

一
年
度

科
研

・
総
合
研
究
A

(研
究
課
題
番
号
六
〇
三
〇

一
〇

二
四
)
報
告
書

『ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
組
織
戦

略
』

(今
井
賢

一
・
松
岡
正
剛
と
共
編
著
)

第

一
法
規
出
版
、
昭
和
六
十
三
年
十
月

『
資
源
動
員
と
組
織
戦
略

-

運
動
論
の
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
(編
著
)
新
曜
社
、

平
成
元
年
三
月

『
伝
統
と
信
仰
の
組
織

-

地
域
に
根
ざ
す
技
と
心
と
家
の
潮
流
』

(日
置
弘

一
郎
と
共
編
著
)
『
日
本
の
組
織
』
第

一
三
巻
、
第

一
法
規
出
版
、
平
成

元
年
九
月

『現
代

日
本
の
生
活
変
動
』

(飯
島
伸
子

・
松
本
通
晴

・
新
睦
人
と
共
編
著
)

世
界
思
想
社
、
平
成
三
年

一
月

『
日
本
型
シ
ス
テ
ム
ー

人
類
文
明
の

一
つ
の
型
』

(「
日
本
型
シ
ス
テ
ム
」
研

究
会
編
)
財
団
法
人
マ
ス
ダ
国
際
交
流
教
育
財
団

セ
コ
タ
ッ
ク
、
平
成

」四
年
三
月

『宗
教
行
動
と
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ー

現
代
日
本
に
お
け
る
ネ

ヅ
ト
ワ
ー

ク
の
研
究
』
平
成
二
～
三
年
度

科
研

・
総
合
研
究
A

(研
究
課
題
番
号

〇

二
一二
〇

一
〇

二
三
)
報
告
書
、
平
成
四
年
三
月

『
新
社
会
学
辞
典
』
(共
編
著
)
有
斐
閣
、
平
成
五
年

二
月

『
タ
ー
ミ
ナ
ル
家
族
』

(石
川
実

・
大
村
英
昭
と
共
編
著
)
N
T
T
出
版
、
平

成
五
年
四
月

『宗
教
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
』
(共
編
著
)
行
路
社
、
平
成
六
年
三
月

【
訳
書
】

ア
ル
ヴ

ィ
ン

・
ゴ
ー
ル
ド
ナ
ー

『
産
業
に
お
け
る
官
僚
制
』

(岡
本
秀
昭
と
共

訳
編
)
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
昭
和
三
十
八
年
四
月

リ
チ
ャ
ー
ド

・
ラ
ド
ナ
ー

『社
会
科
学
の
哲
学
』
培
風
館
、
昭
和
四
十
三
年

一

月
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ピ
ー
タ
ー

・
ブ
ラ
ウ

『交
換
と
権
力
』
(間
場
寿

一
・
居
安
正
と
共
訳
)
新
曜

社
、
昭
和
四
十
九
年

一
月

【論
文
】

「
組
織
過
程
の
発
展
と
挫
折
」
『思
想
』
昭
和
三
十
四
年
六
月
号

「
支
配
過
程
論
」
『哲
学
研
究
』
第

四
〇
巻
第
九
冊
、
昭
和
三
十
五
年

「
統
制
主
義

・
組
織
過
程

・
合
意

主
義
」
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
第
七
巻
第
三
号
、

昭
和
三
十
五
年

「都
市
教
師
論
」
(木
村
万
平
と
共
著
)
『
思
想
の
科
学
』
昭
和
三
十
六
年
八
月

号

「戦
後
日
本
の
社
会
運
動
」
『社
会
学
評
論
』
第
四
九
号
、
昭
和
三
十
七
年

「社
会
運
動
」
福
武
直
編

『現
代
人
の
社
会
学
』
河
出
書
房
、
昭
和
三
十
八
年

「組
織
論
に
お
け
る
発
想
の
諸
形
式
」
A

・
ゴ
ー
ル
ド
ナ
ー

『産
業
に
お
け
る

官
僚
制
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
昭
和
三
十
八
年

「
フ
ロ
イ
ト
」
田
中
美
知
太
郎
編

『講
座

哲
学
体
系

第
五
巻

社
会
科
学

と
哲
学
』
人
文
書
院
、
昭
和

三
十
九
年

「運
動
に
お
け
る
主
体
性
の
形
成
過
程
」
作
田
啓

一
編

『
人
間
形
成
の
社
会
学
』

有
斐
閣
、
昭
和
三
十
九
年

「
組
織
計
画
の
哲
学
と
産
業
主
義
」
『関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
』
第
九

～

一
〇
合
併
号
、
昭
和
三
十
九
年

「官
僚
制
の
組
織
論
的
検
討
」
『
思
想
』
昭
和
四
十

一
年

一
月
号

「創
価
学
会
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
『
展
望
』
昭
和
四
十
年
六
月
号

「創
価
学
会
の
社
会
的
基
礎
」
『
宗
教
』
昭
和
四
十
二
年
二
月
号

「組
織
と
個
人
」
万
成
博

・
杉
政
孝
編

『産
業
社
会
学
』
有
斐
閣
ハ
昭
和
四
十

二
年

「
組
織
の
比
較
分
析
」
山
根
常
男

・
森
岡
清
美
編

『現
代
社
会
学
の
基
本
問
題
』

有
斐
閣
、
昭
和
四
十
三
年

、

「
社
会
変
動
」
作
田
啓

一
・
日
高
六
郎
編

『
社
会
学
の
す
す
め
』
筑
摩
書
房
、

昭
和
四
十
三
年

「
青
年
問
題
へ
の
視
角
」
『
社
会
学
評
論
』
第
八
六
号
、
昭
和
四
十
六
年

「
集
団

・
組
織
理
論
」
川
島
武
宜
編

『法
社
会
学
講
座

第
四
巻

法
社
会
学

の
基
礎
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
七
年

「比
較
体
制
論
序
説
」
『思
想
』
昭
和
四
十
八
年
七
月
号

「ブ
ラ
ウ
の
社
会
学
に
つ
い
て
」
P

・
ブ
ラ
ウ

『交
換
と
権
力
』
新
曜
社
、
昭

和
四
十
九
年

「運
動
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
内
川
芳
美

・
他
編

『講
座

現
代
の
社
会

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ

第
四
巻

情
報
と
政
治
』
東
京
大
学
出
版
会
、

昭
和
四
十
九
年

「
比
較
社
会
シ
ス
テ
ム
論
と
社
会
学
」
『
現
代
社
会
学
』
第

一
巻
第

一
号
、
講

談
社
、
昭
和
四
十
九
年

「
ウ

ェ
ー
バ
ー
」
『
社
会
学
講
座

第
九
巻

潮
見
俊
隆
編

法
社
会
学
』
東

京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
十
九
年

「
理
論
社
会
学
に
お
け
る
若
干
の
基
本
問
題
」
『社
会
学
評
論
』
第

一
〇
〇
号
、

昭
和
五
十
年

「現
代
日
本
の
組
織
行
動
と
集
合
行
動
」
今
井
賢

一
・
土
屋
守
章
編

『
現
代
日

本
の
企
業
と
社
会
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
十
年
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「
日
本
近
代
化
の
再
検
討
」
『
現
代
社
会
学
』
第

二
巻
第

一
号
、
講
談
社
、
昭

和
五
十
年

「過
渡
期
の
社
会
と
科
学
」
『思
想
』
昭
和
五
十
年
七
月
号

「
運
動
の
社
会
学
理
論
」
『組
織
科
学
』
第

一
〇
巻
第
二
号
、
昭
和
五
十

一
年

「
政
治
集
団
に
お
け
る
組
織
論
」

『世
界
』
昭
和
五
十
三
年
五
月
号

「協
同
の
組
織
化
」
亀

(O
§
鳴ミ

ぎ

ミ
&

七
号
、
昭
和
五
十
四
年
二
月

「社
会
学
に
お
け
る
組
織
研
究
」
『年
報
人
間
科
学
』
第

}
号
、
大
阪
大
学
人

間
科
学
部
、
昭
和
五
十
年
二
月

「組
綴
研
究
と
社
会
学
」
『
組
織
科
学
』
第

一
四
巻
第

一
号
、
昭
和
五
十
五
年

三
月

「
集
合
行
動
」
『経
済
学
辞
典

第

二
版
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
十
五

年

コ
父
換
理
論
」
『
季
刊
労
働
法

別
冊
第
六
号

現
代
社
会
学
』
総
合
労
働
研

究
所
、
昭
和
五
十
五
年

「集
団
と
組
織
」
『基
礎
社
会
学
』
第
三
巻
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
十

六
年
二
月

「
集
合
現
象
と
組
織
化
」
『基
礎
社
会
学
』
第
三
巻
、
同
書

「組
織
の
中
に
生
き
る
」
『
生
き
る
』
(大
阪
大
学
放
送
講
座
)
大
阪
大
学
、
昭

和
五
十
六
年

「資
源
動
員
論
の
位
置
」
『
社
会
科
学
の
方
法
』
御
茶
の
水
書
房
、
昭
和
五
十

八
年
十
月

「
運
動
の
社
会
学
の
回
顧
と
展
望
」
『
創
立

一
〇
周
年
記
念
論
集

・
大
阪
大
学

人
間
科
学
部
』
昭
和
五
十
八
年

「豪
雨
災
害
に
お
け
る
防
災
組
織
行
動
」
(野
田
隆
と
共
著
)
『
昭
和
五
八
年
七

月
山
陰
豪
雨
災
害

の
調
査
研
究
』
研
究
代
表
者

・
角
屋
睦

科
研
報
告
書

(H4
9じd
lα
Q◎
I
QQ
)
、
昭
和
五
十
九
年

「
都
市
生
活
と
民
俗
宗
教
」
『
コ
ル
モ
ス

・
シ
リ
ー
ズ

第
二
七

・
二
八
回
研

究
会
議
報
告
』
現
代
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
研
究
会
、
昭
和
六
十
年
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「
組
織
論
の
変
遷
に
つ
い
て
」
『
日
本
人
の
組
織
帰
属
意
識
の
変
化
に
関
す
る

研
究
』
(社
会
意
識
研
究
会
報
告
書
五
九
ー

一
)
財
団
法
人
産
業
研
究
所
、

昭
和
六
十
年

「組
織

.
仕
事

・
人
間
像
」
『
日
本
人
の
組
織
帰
属
意
識
の
変
化
に
関
す
る
研

究
』
(社
会
意
識
研
究
会
報
告
書
六
〇
1
三
)
財
団
法
人
産
業
研
究
所
、

昭
和
六
十

一
年

「
バ
ー
ナ
ー
ド
理
論
と
社
会
学
」
飯
野
春
樹

・
加
藤
勝
康
編

『
バ
ー
ナ
ー
ド

ー

現
代
社
会
と
組
織
問
題
』
文
真
堂
、
昭
和
六
十

一
年

「現
代
社
会
と
柔
ら
か
い
シ
ス
テ
ム
」
『社
会

・
経
済
シ
ス
テ
ム
』
第
五
号
、

昭
和
六
十
二
年

「
現
代
日
本
に
お
け
る
組
織
化
の
諸
形
態
」
『
組
織
科
学
』
第

二

一
巻
第
四
号
、

丸
善
、
昭
和
六
十
三
年

「親
密
な
関
係
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
『相
互
理
解
』
(大
阪
大
学
放
送
講
座
)
昭

和
六
十
三
年

「集
合
行
動
と
社
会
運
動
」
本
間
康
平

・
他
編

『社
会
学
概
論

新
版
』
有
斐
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閣
、
昭
和
六
十
三
年

「
防
災
と
組
織
」

(野
田
隆
と
共
著
)
安
倍
北
夫

・
他
編

『応
用
心
理
学
講
座

三

自
然
災
害
の
行
動
科
学
』
福
村
出
版
、
昭
和
六
十
三
年

「産
業
社
会
の
変
動
と
社
会
生
活

及
び
意
識
の
変
動
」
『
社
会
福
祉
士
養
成
講

座

一
二

社
会
学
』
中
央
法
規
出
版
、
平
成
元
年

「社
会
学
」
山
口
昌
哉

・
他
編

『
学
問
の
現
在
』
駸

々
堂
出
版
、
平
成
元
年

「ブ
ラ
ウ
の
理
論
構
成
」
徳
永
恂

・
鈴
木
広
編

『現
代
社
会
学
群
像
』
恒
星
社

厚
生
閣
、
平
成
二
年

「成
熟
化
社
会
の
組
織
化
」
『農
林
統
計
調
査
』
平
成
二
年
三
月
号

「内
発
的
発
展
」
塩
原
勉

・
飯
島
伸
子

・
松
本
通
晴

・
新
睦
人
編

『現
代
日
本

の
生
活
変
動
』
世
界
思
想
社
、
平
成
三
年

「集
団
と
組
織
」
福
祉
士
養
成
講
座
編
集
委
員
会
編

『
改
定
社
会
福
祉
士
養
成

講
座

一
二

社
会
学
』
中
央
法
規
出
版
、
平
成
四
年

「霊
能
者
の
条
件
」
岩
波
講
座

『宗

教
と
科
学

第
三
巻

科
学
時
代
の
神
々
』

岩
波
書
店
、
平
成
四
年

「
二

一
世
紀
に
向
か
う
社
会
シ
ス
テ
ム

"
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」
『
社
会

・
経
済
シ

ス
テ
ム
』
第

一
一
号
、
平
成

四
年
十
月

「
生
駒
の
神

々
」
『適
塾
』
M
25
、
適
塾
記
念
会
、
平
成
四
年
十
二
月

-
日
本
型

シ
ス
テ
ム
の
類
型
認
識

」
浜

口
恵
俊

『
日
本
型
モ
デ
ル
と
は
何
か

1

国
際
化
時
代
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ヅ
ト
』
新
曜
社
、
平
成

五
年

他

に

、

書

評

、

エ

ッ
セ

イ

、
小

品
等

、
約

七
十

編

。
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